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第 2 章は，構成方程式の解法の基礎式について述べている。また，構成方程式の移流項に CIP 法を適用した方法を
提案している。 CIP 法は，双曲型方程式に対する高精度解法のひとつであり，空間的な分布を三次スプライン関数で近
似するところに特徴がある。また， Lax 法についても解説している。



















(1) 構成方程式の解法には，現象が双曲型であることに着目し， CIP 法のような双曲型方程式の解法を適用することを
提案し，これが有効であることを明らかにしている。




(3) 次に， Lax 法を用いた数値計算も同様に有効であることを明らかにし，これを後向きステップ流れに適用して流
れを考察しステップ後方に発生する再循環領域はワイセンベルグ数の増加(弾性力の影響が大きくなる)と共に小さ
くなることを明らかにしている。
(4) 球・パネマクロモデルを高分子溶液の粘弾性流体特性発現の機構の最適なモデルとして提案し，これを用いた粘
弾性流体の流れの数値計算手法を示し，平行平板間のポアズイユ流れに適用している。その結果，球・パネマクロモ
デルによる流れは shear-thinning 性を示すことを明らかにし，さらに粘弾性流体の特性発現の機構を明らかにしてい
る。
以上のように，本論文は粘弾性流体特有の流れを数値的に解き得ることを示し，流れのメカニズムを解明し得るよ
うなモデルの提案を行っている。前者の構成方程式を解く方法は今後の発展の可能性を含めて工業的に有用であり，
後者は流れのメカニズム解明に重要な手がかりを与えている。これらの成果は非ニュートン流体力学，粘弾性流体力
学およびレオロジーの発展に寄与するところ大である。よって本論文は博士論文として価値のあるものと認める。
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